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は　 じ　 め　 に

北垣外遺跡 発掘調査 委員長 長野県上伊那郡 南箕輪村教育 長 長 谷 部　 五　 郎

平成２年夏、地主 有賀 嘴氏よ り「住宅団地を造成したいので北垣外遺跡調査をしてほし

いJ との申し出があ りました。

造成計画がはっき りした平成２年10 月、県教育委員会 指導主 事市沢英利氏、日本考古学

協会会員 林茂樹氏、村文化財専門委員唐沢勇氏、有賀満氏に集まっていただき、協議の結

果。「まず試掘調査をし、その結果によって発掘調査の計画を立てて実施する」ことになり

ました｡

12月２・３日、林氏の指導で試掘が行なわれ、住居跡・弥生・土師・陶器片が出土しま

したので、関係者によって12 月14 日協雄し ました。その結果、記録保存のために 調査する

ことになり ました。なお予算については原因者負担を基 軸として行ないました。

発掘調査決定のあと、調童団長の 林氏 が病で長期入院となりましたので、急拠 木下平八

郎氏に調査団長代理をお 願いして進 めるこ とになりました。そして、木下氏指導 のもと、

平成３年４月４日から餌査が始まり 、４月17 日に発掘調査は終わりました。

今回関係者の努力に よって、北垣外遺跡の内容が明らかになり、報告書が出されること

になったことは、大きな 喜びであり ます。

北垣外遺跡 発掘舞査及びその報告書の刊行当っては県教 育委員 会市沢英利指導主事、林

茂樹調査団長及び調査員、村文化財専門委員の方々、地主の 有賀演氏 、発掘作業にご協力

くださった村内 の方々及び村当局に、大変お世話に なりました。わけて も、木下平八郎糞

査員には現場主任 として報告書完成まで、一貫して中心になって尽力いただき感謝のほか

はあ りません。ここに、各位に対して深甚なる敬 意を表する とともに感謝申し上げる次第

であ ります。

ご あ い さ つ

土地所有者 南箕輪村4t 殿 有　 賀　　　 満

私 が生 まれ育った屋敷の北垣外は、天竜川の河岸段丘突端都の平面に位置する。

現 在も、中河原の水田地帯が眼下に見下ろせ、古代の稲作農業を中心とした頃の住 居地

として、最適の立地条件であったともうかがえる。この北垣外は、私が終戦後外 地から引

き揚げてきて、桑畑であったものを、果樹畑と水田につくり直し、耕作を続けてきた訳で

表土には数々の土器の破片、石器が見つ かり、その都度保存もし、又 、果樹園の天地 替え

作葉時では、住居跡とも思える炉石、灰、炭等も等間隔で見つかったりして驚きもの であ

る｡ 江戸 時代から明治時代であろうと思われる下水道処理場らしい もの も１夕所で見つ かっ

てい る。昭和３０年頃に、当時 南箕輪中学 校の教綸であった、福 沢総一郎先生（伊那 市山

寺在住）にはご指導にあずかり、極力私なりに保存をしてきたつもりであった。（平成１年

敦育委員会に倭託保管済み）

今回の遺跡の発掘調査に当っては調査団長の林茂樹先生、調査員 の木 下平 八郎先生及び

村文化財専門委員 、教育委員 会の 各位には、種々お世話になりました。 末尾な がら厚くお

礼申し上げます。 また、発掘調 査によってもたらされた先祖 の遺 産が更に解き明かされて

後世に語り継がれて頂ければ誠に 有難い次第であります。



例　　言

１、こ の報告書は．長野県上伊那郡南箕輪村大字北殿所 在の北垣外遺跡 が、3643 番地所有

者有賀満氏 の住宅地造成事業により職壊されるため、原因者 が遺跡の記録保存事業を

村教育委員 会に 委託して実施した発掘調査の報告書である.（７図680.4 記号地点）

２．本報告書の監修は林茂樹 が行ない、緬集は林・木下の 協力で 行な･つた．

３．本報告書は発網調査によって検出された遺構、遺物をより多く図示することにより資

料提示に重点 をおい た．文中図の指示を「第 １図」の場合 『図１』と表示してある．

４．遺構の製図は、松沢英太郎・ 木下平八郎が行なった． 縮尺は各図に示してある．

５．土器 一石器の実測、製図は木 下平八郎が行なった．

６．本報告書の執筆は、第１章、第Ｖ章は団長林茂樹、第Ｕ章、・ 章、IV 章は木下平八郎

が担当した．及び実測図、写真、郷配●僅存原資料は南箕輪村教委に保管してある．

７．写真機影は、遭構、遺物共に 冰下平八郎が行なった．

８．１ｔ 遺勧は有賀満氏宅に保 管してい る．広く活用されたい ．

第２図 北垣外遺跡の地形（１ :25(X)) ……遺跡の範囲
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第１ 章 遺 跡 の 環 境

第１節 位置及び地形･･ 地質（第１図、第２図〉

北垣外遺跡は、上伊那郡南箕輪村大字北聚3644～3646 番地に位置する．

交通上 からは、ＪＲ・飯田練北殿駅舎接する西側の段丘崖上の耕地及び宅地一帯であっ

て、遺跡の範囲は、発掘地点を北端として南北350m 、東 酉160m 、約30,000 ㎡を測る．

この段丘を南殿段丘とよぶ（村 誌） が地質学的には 「新期土石流甫殿面」と称され天竜

傑層の上層部を形成し、段丘地形から見れば天竜川氾濫原より数えて二段目の段丘面であ

る．一段目の低位 段丘は遺跡 の北側近く僅かに残され、明 和坂の面 となり比高10m を測る．

南殿段丘は､この位置で天竜川氾濫原に愈激に東方に突 出し､箕輪町木下附 近で巾1.2k・、

松島から北殿まで南北5k ・の、広い氾濫原を形成する．これを箕輪湿地帯と仮称す る．

本遺跡は、箕輪湿地帯の最南端 を望む段丘端に位置し歴史的な要地を占めてい る．

当遣跡 地の地層は、五つ の層の堆積 から或る．

第１層　 地表の耕土層 で厚さｓｃｌｌ内外の黒褐色土．

第Ｕ層　 黒土層 で厚さ5｛ｋｉｌ内外、腐植土壌の堆積したものであ る．

第Ⅲ層　 不盤合層で都分的である．混櫛の黒色泥土層で厚 さ２ｍ内外に堆積する．

第Iｖ層　 黄褐色粘土層で、厚さＲａａｌ内外のテフラ層で信州 ローム最 上部のものである．

第Ｖ層　　 天竜榛層で厚さ２０ｍ内外を測る．疑灰 岩面榛 層を多く含む が円梼化が進んで

おり．北 殿段 丘の主 要形成層である．

第ll層 の黒褐 色泥硫層の根源は、弥生時代末期に西方の第Ⅲ段丘 （神子柴段丘〉村営住

宅附 近が大崩 壊し、その泥流が第１ 層を形成した． 第ｎ層 が遺物包含層であった．

篤２節 履史的環境

南箕輪村地城内には､遺跡が多く存在するので北垣外の周辺１㎞の範囲内で示 す.（第１図）

１． まず 、遺跡 直下に展開する天竜川氾濫原は、昭 和20年 代の水田造成時におびただしい

木製品土器 、石器が出土した．箕輪水田遺跡地 帯の 南端 である．この上の段丘面を占め

る本遺跡 は縄文時代以来、各時代に且る大遣跡 である．

２． 北殿地 区内の南殿段丘面には、秋葉杜（縄文 ・弥生） ・内城 （縄文・古墳丘）・東垣

外 （弥生・ 古墳）・西垣外（縄文 一弥生・平安） が連続状態で分布する．

３． 北接する塩の井地区は、甫殿段丘面はなく僅 かな低位段丘と高位の御子柴段丘が発達

してお り、この段丘面に次の遺跡が展開する．天伯 （縄文・弥生・古墳・平安の各集落

址） ・垣外 （縄文）・柴官（縄文）・山の神（縄文・弥生）・東屋敷（縄文）・向垣外

（縄文 ・弥生・古墳・平安の集落址）で、規模大きく密度が高い．

４．北接する久保地区は、丸山 古墳（子持勾玉・直刀出土）その他の詮遺跡 が密集している．

－ ３ －
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第Ⅱ 章　遺跡保護措置の経緯

集１ 節 遺弟保存についての協誰及ぴ

推量齢●

平成 ２年８月25 日　土地所有者有賀漓氏よ

り住宅団地開発に伴い

●査依帳があうた｡

”　10 月18 日　市択指導主事、林茂樹

氏、教育委員会に於て

協議。費用は原告者有

貿氏負担とする。

・　11 月14 日　有賀氏､ 林氏､調査方に

つき協鍛｡ 事務局 協畿。

j　12 月I FI　 発掘地区､ダリッ}･設定。

”　12 月2 11　 調査団結成｡ 試掘開 始。

”　12J13 F1　23 グリッド調圭終 了。

弥生以降の遺構、遺物

出土｡

”　12 月14EI　 調査団会議、記録保存

必莫を決定。

平成 ３年４月４ β　 舞査開始。表土剌 ぎ。

”　 ４月 ５日　 試掘､、グリッl 設ヽ 定。

発楓作業開始｡

” 至４月12 日　 発楓作業終了。各遺構

測量。

”　 ４月16 日　 有賀氏、調査団協雛．

ｊ　　４月17 日　 全体測量。調査終了。

” 自４月25 日～５月1711　 遺物整理 及

び調査

” 自５月？rl ～至５月15 日　注記作業

”　　５月30 日　 翼査団、事務局協蕭。

第２節　 保朧推置

有賀氏住宅団地計画区内は､やむを得ず、

Ｆ 経保存楷價とすることに決 定し た、 次い

で、急拠、北垣外遺跡 発掘爾査委員会を組

織して措置 の執 行に当たるこ とになった．

委員 長　長谷部五郎　 教育長

委 員　 伊藤　 亮平 文化財専門委員

唐 沢　 勇　　 〃

日戸　 武彦　　 〃

唐沢　 賞　　 〃

征矢　 義明　　 〃

倉田　 友雄　　 〃

消水　 一清　　 〃

原　 輝夫　　 〃

事務局　長谷部五郎　 教育長

丸山　博志　 教育次長

藤沢　 久人　 社会教育係長

浦 山　文男　 社会教育係

山崎 晴美　 社会教育係

田中　 聡　 公民縮主事

松沢英太郎 社会教育主事C同 船

また、考古学学 術経験者の協力を仰ぎ、

次の通りの北垣外遺跡発掘舞査団を細鱗し、

発 掘嗣査を推進した．

団　 長　 林　 茂樹　1ﾖ 本考古学協会会員

調査員 木下平八郎　 東洋陶磁学会員

小町量 元　 上伊那考古学会員

伊藤　 和也　 成娘大学考古学専

攻学生

補助員　 文化財専門委員　 ８人

発掘調査協力者

薄田好美、藤沢千春、唐 沢富美子、清水

浪子、宮垣津きい子、臍水たけ子、出羽

沢三枝子、伊藤長子．唐 沢英子、唐沢良

子、加藤貴美子、清水わかえ、加藤昭治、

唐沢房恵．
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第 Ⅲ 章　 発 掘 調 査 の 概 要

遺跡の水田表土を重機を用いて表土を剥ぐことに した．発掘対象面積はl,100 ㎡を測 り、

南北44m 東西25m の範囲に且る．（第 ３図）

贋査区の北西の角を クリ フトの基点とし、畦道に 沿っ て南方向にアルファベット、東方

向に 算用 数字を用い２×２ｍのグリッドを設定した．第 １区は北に小遭をはさんで隣接す

る梨畑、 第ｎ区はＡ～Ｋ，１～１５、第Ⅲ区Ｌ～ Ｙ．１～１５、第Ⅳ区Ａ～Ｋ，16 ～32 、第ｖ

区Ｌ～Ｙ.16 ～33 の５地区にわけた．今回の閥 査では 、既に試掘調査実施済みの梨畑南側

の水田を 発掘した．Ａ，Ｅ．Ｉ，Ｌ．Ｑ ，ｕ，ｗの1 ，9 ，13.17.21 ，25.29 とＱ列は

トレンチ掘 とし土層観察用とした．（第３図）

発掘調 査箇１日　 地層状態の確認と遺構の包含状熊を探索した．

層位は、第１層耕土（黒褐色土）、第 皿層耕土（黒色主）、第Ⅲ層黒褐色土（混榛）、第Iｖ

層黄色粘土 ｛ソフトローム｝、第ｖ層黒土｛黒灰色混磯｝ であるこ とを確偲した．

各 グリ ッドを任意のサンプルに 還ぴ試掘した結果、中世、平安時代、古墳時代、弥生時

代に係る遺構10 数基の存在を確認したの で完掘による調査を開始した．

第２日　 発掘区の南東部ｇＬ 、 ＬＩ －１３,Ｕ７，ｗ ７一帯に密集する遺構群. 第１号址、

第２号址．第３号址 の発掘に着手し、それぞれ遺物の出土を多く確露した．第３号址には

カマド２基が併設されていた． 或は他の住居址との重複と予想されたが確認できず諧塵を

残した．

箇３日　 前日に引きつ づき精査 を進めた結果､第１号址は弥生時代中期の竪穴式住居址、

第２号址は、戦後期の開 田工事に よる撹 乱が及ぼされプラン規模は不詳、床 面等残存遺構

出土の遺物により、弥生中期の住居址 と判明した．第３号址は、同じく 開田工事に より遺

構の大部分は撹乱が及ぽ され てい たが、僅かに西壁の一部及び床 面とカマド跡 ２基が残存

しており、床面上から遺物が螺旋 状態で発見されたのは幸いであった．遺 物の 中に学会未

知見の大形扁円筒形土製 品が検出され、調査団の関心を集めた．第 ３号址 は古墳時代後期

の竪穴式住居址と判男した．

鴛４日　 第１号址 より第３号址の位置に東接する第４号址、これより20m の位置、ｇＬ ．

Ｅ６に存在が確かめられた第５号址、第６号址の発扨に着手する．第 ４号址は 弥生時代中

期の竪穴住居址、第５号址は古墳時代後期の竪穴住居址で、第３号址 と同 じ時期でカマド

が同じく二基並設されてい るこ とが確認された．

第５日　 第１号址 と第３号址 との間に残欠状態で確認された第９号址、 第10 号址の精査

に とりかかる．また第５号址を重複し切合関係で確認された第８号址お よびこれ と切り合

う第７号址の精査を進めた結果、第７ 号址は、カマドが２基、酉壁に 沿･つて 並股 され第３

号竪穴住居址と同時期の竪穴式住 居址 と判明した．第９，第10 号址は、闘 田工事による撹

乱が甚大で．プラン規模 は不詳 で、主穴の一部が確認されたに過 ぎず、床 面レベルから出

土した遺物により、第９号址 は弥生中期の、第10 号址 は、平安時代後 期の竪穴式住居址と

判定された．

篁６日　 第３号竪穴住居址 のカマ ド周辺床面を北方に追求、精査した が、同じ住居址床

面のレベルに構築されたものと判定し、焚口を東に向け、西壁に ２基 が並列してつけられ

たものであることを碓認した． また、 第４号址と切り合う柱列址 を精 査し、３間×３間の

堀立柱式建物で、古墳時 代後期に所属するものと判明した．

第７日　 終日全遺構の全測に従 事した．

以上で現場における発 掘作業を 終了した．

－ ７ －



第 Ⅳ 章　 遺 構 ・ 遺 物

第１節　 弥生時 代の遭構・遺物

１．篤１母住居址（第４．５．６図　 図版 ２．３）

ＧＬＵ－１３に検出された住居址 である．プランは南北方形に近くやや長い長 方形で、規

模は．東西4.3m 南北4.8m を測る．壁 高は水田造成時に上面が削り取られてお り、構築時

の高さを測ることはできない が、東 、南壁 で４㎝～14cll、西、北壁で15（il前後 が残存して

おり、状態は良くない．

床面は、灰褐色土層を掘り込んで作られており．柔らかく生活面は不明確である．

柱穴は、４本で東 西が璧より1.5m 前後 中心線に近く、南北は、南側 が1.2m 、1.2m を測

り、柱 間は、東西1.2m 前後、南北2.8m で．掘り込みは10cm ～３r㎞1と不揃い である．

炉は、東側の柱穴を結ぷ線上のほぽ 中央にあり．ａ･－×陥･･lの楕円形状に残存しており

地床炉と考えられるが、焼土の南隅にかめの下半部が正位に置かれてい る．内部に小量の

灰 と焼 土が残っており、火種貯蔵の施設であろ うか、本址の西３ｍにある第４号址にみら

れる後期 の盛行する埋甕炉の先駆 なすものかと考えられる．

東壁 の北隅と、中央やや南寄りに川原転石 が壁に接して立てた状態で置かれている．北

西壁近くと、Ｐ４中央寄りにも川原転石がある他には何もない．

遺物 （図５．６・図版２．３） 遺物の出土は少ない．甕と壷が主な器種である．

土器 のみで石器の出土はない．甕（図５）は口練紅に縄紋を施紋し頚部から胴部にかけ、

櫛状工具で簾状紋と波状紋を、胴都から下半に沈線で綾杉紋を組み合す．壷 （図 ５．図版

６）は、大形（図６－１．図版３〉のものは無紋で、胴下半都を欠く、表面は丁寧なヘラ仕

上で、内面は刷毛状工具による調整で、焼成良好である．小形壷（図6 －3 図版３）は、

口頭部と胴下半部を欠く、前面に朱彩が施 されており、胴経最大都の位置 に４筒の突起が

あり、焼成良好な壷 である．壷（図6 －2、図版３）は、頚都のみで、頭 部に三段の並行沈

線を入れ、その間を短線紋 で生め．そ の下部に大振りの波状紋 を面き、そ の波状紋の問を

細かい波状の沈練で埋める．

坦甕炉（図6 －9、図版 ３）は、甕の低部から立ち上りの部分のもので、器面をヘラ調整

で仕上げた焼成良好な土器である．遺物 よりみて弥生中期終末の時期であ る．

２，第２号住居址（図７．図版４）

遺構（図７・図版４）

本址は、ＧＬＷ９に検出された住居址である．プランは水田造 成時に上面を削り取られ

ており凛と南側は耕作で、西側は第３号住居址の床面と重複してお りプ ランの確認はむず

かしい．床面は榛まじりの黒 褐色土で凸凹があるが囚く良好な状 態の床面 が柱間に残存し

ている．柱穴は５本検出されたが、東 南のＰ３・Ｐ４は他の３本 より小さく柱聞がｓ･･ と

接近しており､普通の状態の柱穴のありかたと違うようだ.西側Ｐ５の北側近くに５ｎｆｉｌｘ70 ㎝
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第４図 第１号仕,屠址実測詞（Ｓ＝１：齢 ）

－ ９
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ｊ ノず
ｅ

第5図 第１号住居址出土土器拓彰（Ｓ＝１：２）

ダ

丿

の惰 円形状に焼土が残存しており、３箇の欄が三 角形状に眺土の中に置かれている。炉 と

する には柱穴の近くであり不自然である。遣物 の出土は少ない。

土 器（図８－１）は完形土器が１点ある。會の 上に小量の粘土を採り小形の器に仕上 た

手ずく ね土器で、内外面共荒らっぽい調整で、内面は指先が器面から回転せずに離れた状

態 がその まま残っており、外面は凸凹がはげ しく 荒らっぽい仕上の土器である。台付小型

甕 （図８ －２）は、台鄭と立上りの１部分で上 部は欠損している。器形のわかるもの はこ

の２点である｡

｛図 ９｝の１は、器面に縄紋を全体に羞1紋 し「1 状に沈線を重ね。ボタン貼付紋のある も

の、２は、簾状紋、３は、胴下半舷の沈線Ｑ端部、 ４は、第３号住居址と重なるとお もは

れる位 置からの出土で、口縁都に繩紋 を施紋する もの、時期は、弥生中斯未葉で、下伊那

の恒川式併行期である。

３． 露４号 住層址（図第10 －12 図 一図版５・６－２・１８－１図）

遺構 （第10 図）本址はグ!Ｘｙ ｝･Ｔ－９に検出された。プランは隅丸長方形で。規模 は東

西４． ４ｍＸ南北５皿を測る。璧高はこの住 民廿 も水田造成時に削られており残存す る壁

は5al ～12rｉｌと高くない。
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第６図 第１号住屠址出土土器（Ｓ＝１：３）
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床 面は砂質の 黄色 土で柔らかく生活面がとらえにくい. 主柱穴は４本 である.炉はＰＩ ・

Ｐ２の軸線上中央 北壁寄りにあり甕の底部を打抜い たものが埋設されており内外に焼 土が

残る．榎土中に廃絶後投げ込まれた礦が数十箇残存していた．

遺物（図11 ・12 ・図版６－２・１８－ｌ〉 遺物の出土は少ない.（11 －1 ）は埋甕炉で検

出時には口緑部の１部が残っていたが埋設時にはほぽ完形に近いものであろう．口縁端部

に刻み目と縄紋 を付ける もの がある.（12 －6 〉は第２号住居址 出土（９－１）と同一紋 様

である．石器（11 －3 ）は磨製の環状石斧である．時期は弥生中期末葉と考えたい．

４．第９号住層址 （図22 ・24 －1 ・図版16 －2.3 ）

遺構（図14）本址は、 グリッ ドＴ－４に検出された．調査区 酉にありレベルの一番高い

場所である．水田造成時に表土が90 から100m 位削られた場所で､ 柱穴 と炉の火床が残った

住居址である．

プランは不明 である．主柱穴はＰ１・２・４・５の４本 と考えられる。Ｐ３・６・７は

この住居址に伴 うものかは落ち込んでいる土砂の色に わず かの差 がみられるので別の時期

としたい．

造成時に耕土の移動に よる遺物の混在が認められ（図13） 等にみられるように甕の破片

で、（弥生土器片恒川式新期に比定できる）が多く出土した.

（図24 －1 ）、図上復 元できる ものはこの３点だけ であ る.‘ この遺物 もこの遺構に伴うか

斯定できない．（図版７－２・３）

５．第９号覆土 内遭勧（図13 ・14 ・29 －1 ・2・図版7 ・18－1 －3・19 －4 ）

遺構については次項 のところで説明する両住居址共に調査区の 西南隅近くにあり、第３

号・４号住居址に接近し ており、調査区中では関 田工事で最 も削られた地区であり上面の

撹乱がひどい 場所である．

遺物 覆土から弥生様式の土器片が出土した．（図13 －1 ・2 ）は口端郎に雄盆を施 紋し

その寞下と頚部に ボタン貼付紋のある もの．（図７・８）は口級部に縄紋 を施紋する もの.

（10 ～15 ）は４本 か６本の櫛状工具による波状紋、短線紋、綾杉紋を胴部に施紋するもの

である．（３・４）は壷で３は後期に多く見受けられる壷の口縁部であろう．４は頚部であ

る.

（図22 －1 －6 ）は グリッド出土である．１は短線紋の土器で、口縁部内外に口端 郎に

向 けて櫛状工具 で沈纏が引いてある．この様な手法は数多い土器片の中でこの１点だけで

ある．６は波状紋の複雑な組 合せの紋様 である．（２９－１・２〉は共に甕形土器 で、図 上復

元可能な土器片 である．１は第４住と第10 住の間に 、横転した状態で片面を削り取られた

恰好で出土した．屑から胴部に掛けて櫛状工具で短線紋 が画かれている．２は口縁部が大

きく外反する乖部から胴部に波状紋が扁がかれる．
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第２節　 古墳時代及び平安時代の遺構・進物

１， 第３号住居址（図15 ～18 ・図版8 ～12）

遺構　 ｇＬ．Ｗ７に検出された堅穴式住居址である．（図15 ）

改田工事で床面を残し、上層は撹乱され璧 も削平された状態であったが、幸いにも西壁

にカ マド址及び炉材、焼土が残存していた．プラン、柱穴等は不明で．焼土部に炉の袖石

とお もねれる石が２箇ありその規模は1.5m ｘl.3m で、これをＡ号とし、ｌ ｍ間隔で北側

に並 設された0.4m ｘ0.7m の石と焼土魂のものをＢ号とした．

遺物はカマドＡ号の前面と北側に 土師 器が撰集状態で多く検出され、南側床面に須恵器

杯蓋や須恵のハソウが横転した状態で出土し、かまど焚口とおもわれ床面に扁円筒形土器

が上面を上にし出土した．（図16 － 1 ・ 図版8 ～10）

－17 －



遺物 （図16 －18 図・図版9 ～12 ）

遺物 の出土は上述のように形、質とも多かりた が、 まず特筆したいのは「有孔扁 円簡形

土製品 」（図16 － 1 ・ 図版10 ）である．断面形は、縦 ７（ｓ、横13a の胴 張長方形（図16 －1 〉

を呈するが部分 により畏楕円形を呈する．長さ47.Ｓａｌを翻る 土師質の簡形土製品で両端は

切断 状に調整さ れ、器壁は厚さ10－ ～ｑｎ一を漓 る．外面 と全周面が箆状工具による縦方向

のナデ胴製 が加えられ、端郎に指おさえ痕が残さ れている． 主面と思われる扁平な片面中

央部の中軸線に沿って経 ７－の円孔が４箇．直列 状に穿孔されている．

穿孔は焼成前に加工された もので器璧を貫通している．

内面は粗製で 、巾３（ｓ内外の粘土紐を輪積みして接続した ままの状態 （図版10 －3 ）で

ある．用途は不明である．土師器では、甕８細、壷１個、坏２ 個、高杯 １、甑１個（図17 ・

18－9・12 ）で、甕は長胴が多い．

須恵器（図18 －7 ～10 ）は ４点あり、蓋杯とハソウがあ りカマ ドの前部床面から出土し

た．時期は７世紀初頭前 後と思 われる．

石器（図24 －5・6 ）（図版16 ・6）は覆 土が出土した．５は蛇紋岩質の丁字頭勾玉の頭都

断片で、中央に径６・ の孔をあけ、頭縁から両面に中央孔より放射状の不規則な沈丿線が刻

まれている．６は硬質の粘板岩の原石を打 ち欠き棒状としたもので、 部分的に磨かれてお

り、10 数ケ所に刃部による傷が付い ている．（以 上林補記）

２．第５号住居址（図19 ・20 ・図版14 ～16 〉

遺構は、グリッドＥ－６に検出 された住居址である．プランは南北4.65m 、東 西もほぽ

同じ位の方形の住居址と考えられる．東側に第８号住居址があり、遼物の出土状況 もおお

むねその範囲の中にある．壁は直に近く南璧で40a 前後、北壁でSnal 前後を測る．床面は、

小礦を多量に含んだ砂鎌 層を掘込んでお り床面は堅く締ちず非常に悪い 、柱穴 も不明であ

る．かまどは西壁に２基あり、南側 が小さく規模は70 ×70《ｓで石組かまどである．内部よ

りかめの破片が出土した．ｒＢ 号J とする．璧外の煙・ し近くに18 ×35ｓ の菱形 の平石が置

かれている．その右側にあるかまどは90 ×１００ｃｌ,の石組かまどで「Ａ号」とする．内部にか

め の破片が落ちこんでい る．遺物は かまど周辺に多い、東壁寄中央部に２ケ所焼 土が残存

する．石芯粘土製カマドの大小２基の併設は注意すべき事象である．

遺物（図20 ・図版15 ・16 －1）は多く、土師器甕８箇、坏２傭、高坏１簡を敷えるが、須

恵器はなく、甕の量が卓越してい ることが注 目される．甕は大形品５箇、小型品４箇の刮

合である．大形品は 口緑 の立ちあ がりは直線状に大きくカ ーブし、口縁都から急激に膨み、

最大巾が中心に位■する器形を呈し 、小型品は口縁の反りが少く胴のふくらみ も少いのが

対照的である．（第20 図、４～ｎ ）．高杯は、脚の裾がわず かに広 がる程度で．杯は底部端に

削りをめぐらせ、わずか高台状を形成する．（同図、１～ ３）いずれも伊那市鳥居 田遺跡Ｕ

号住．駒ヶ根市中通り下14 号位の出 土品に類似し、信濃の古墳時代第Ｖ期終末、または奈

良時代初頭に比定でき得る.
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３．第７号傀居址（図19 ・21　 図版12 ）

遺構 （図19 図版13 ）は．第５号住居址の東にあ り、プランは東側で5.6m 、南側 は１

ｍ、北側で３ｍ余残存してお り他 は不明である．東側の鸞の状態よりみて方形胴 張の住居

址と思われる．柱穴、かまどの位置は 不詳である．第５号住居址東側に残る焼土がかまど

の位置と考えられないこともない が、第８ 号住居址との関係もあり即断できない． 北璧 直

下に榛が集まった場所があり、その周 辺に焼土がわかに認められるが、砂 礦層で焼 土の量

も少なく石組もくずれており かま どときめかねる.廃絶後投げ込まれた転石が数10 佃あり、

屋内施設、器具ともに撒去清掃 された 形跡 が認められる．

遺物（図21 ） 出土量は少ない．土師の杯、甕の破片のみである．石 器は２点あ り、砥

－19 －
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石（21 ・ 10）で、一部 が裁のように艶があり硬い石 を使ってい る．スクレイパー（21 図Ｕ ）

はチャアート製で縄文時 代の遺物 である．

出土した土師器は、甕３個．杯 ６倒（第21 図、図版第15 ）で須恵器は目当たらない．甕

大形長胴のもの２点（第21 図８、９）は、やや外傾する口縁が直線状で比較的に弱い．胴

部の膨みも弱いのが特徴と思われ る． 小型甕はこれに反して口緑外傾度も強く膨 みも曲線

的である．杯は大形のもの２個、 小型の もの４儡であるが、前者は篁形に近く底 部のみの

残欠色であるが、経10al の底面に 木葉痕の圧痕が印されており、祭杷用に用い られ たもの

と推定される．床面は一応 整理 された痕跡があり．多量の自然石が廃 棄状態（第19図、図

版13 ）であったのものが、カマ ド石芯用の石が遺されたものであろうか． 古墳時代第Ｖ期

の新しい時期に相当する．

４．第８号住層址（図19 図版13 ）

遺構　 本址 は、第５号住居址 と第７号住居址の中間、両住居址に重複して検 出された．

プランは不明で、南東隅 のコーナ ーの部分がわかるもので、床面は５号址、７号址 と同一

面上にあるもので、小榛 を多く含む黒褐色砂廉層中に構築されてお り、生活 面は堅く締っ

ておらず捕えにい． 住穴等の施設は不明である．第５号址の東璧 とお もわれ る中央付近に

残る30 ×60（ｓの焼土は形態よ りみて かまどの火床であろ う．遺物は殆 ど見当らず時期決定

はむずかしい が、第５ 号址、第７ 号址よりは古いと思われる．

23
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５．第６号住屠址（図25 ・26 図版17 ・19 －3・22 －5・6）

遺構（図25 図版17 －5 ） 本址は、グリッドＡ－13 に検出され た．今回の爽査では北端

にあり大半が用地外になる住居址 で、プ ランは方形胴張りで、南壁 は角から角まで3.4 ，を

測 り、東壁は1.7m 、 西壁の1.5m を調査した．この地区は土層の堆積の探いところで、遺

構の保存状態は良い．壁高は東側 でqＱ－、 西側でＳｒｍ、南側でＳｓ 、壁の状態 は砂礦層 を

掘込んでおりよくない．床面も悪く 凱れぱくずれて生活面の確昭がむずかしい.･ かまどは

調査区外に存在が考えられ､る．柱 穴は３箇検出された．

遺物は壁際に多く覆土中に弥生 期の遺物が混在する．時期は10 世紀である．

遺物 （図26 図版17 ・19 －3.22 －5 ・6） 土師器高台付椀（21－3）口径14.6 ～15.5a 、

高さ5.４ａｌ､高台径8.1Cｓ､ 商さ1㎝､ 高台内は糸切り底である. 内面内凧で焼成良 好､甕（27－

1 ・2）共に口後郁である．

灰軸椀 （21－4 ）口径13.4a・、高さ4.7 ㎝ 、高台 径7.3Cｓ、高さ0.6 ㎝ 、ヘラ切底である．

見込全面に淡緑色 の灰軸 が刷毛で 美しくかけられている猿投産の椀 である．

石製紡皿車（27 －5　 図版19 ・3）砂岩製で外経は推定5,5（ｓ、厚さlC ・、中央に径0.7c自

前後の孔がある.
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６．第10 号住居址（図23 ・24 －2～6　 図版16 ・4～7 ）

遺 構 （図23 ） 本址 はグリッドＵ －７に検出された．戦後の改田工事により床 面近く

まで削られており、かまどの焼 土とピットのみを残す住居址である．第３号住居址 と重複

しており、かまどは同一方向にｌ ｍ間隔を もって並んでいる．

この住居址もプランは不祥であ る．焼土の左右手前にあるＰ１・Ｐ２は主柱 穴としては

位霞的にょいと考えられるが、他 のＰ ３～Ｐ６は不自然である。Ｐ５近くの長方形 の土坑

は遺物が無く中の土砂もＰ１・２と違うており時期不明である．

遺物（図24 －2～6 ） 図版16 －4 ～7） この住居址の遺物も各時期 の遺物 が混 在してい

る．

土師器は、（図24 －2 ・3・4）がある．２は柱状高台付の杯 （皿） で最近 の出土例は、駒

ヶ根市反目遺跡 、第 ２号住他、伊那市鍛冶垣外遺跡第４号住等があ る．共に11 世紀末とさ

れている.

（図版16 ・7）は覆 土から出 土した白磁の鉢の破片 であ る．景徳鎮陶 資考古研究所の劉

新圓氏のご教示にょれぱ、南宋 （12～13 世紀〉南方の窯で焼 かれた白磁である．胎土は柔

らかい感 じで、ところどころに空間が目だつ、軸 屑は長い 関土中にあった為か淡い黄色を

呈してお り貫入がめだつ、

内面に片切 彫の劃花紋が施紋される．厚さは４・ 前後を測 る．伊那谷で数少ない出土例で

ある．

７．第１号場立株式建物址 （図27 ・28 図版18 －4）

遺 構（図27　 図版18 －4 ）

本址は、グリッドＲ－11 の周辺に検出された．本調 査の前に寞施した賦堀の段階で、土

層観寮のトレンチを設定､ 遺構の少ない と考えられるＱ列を選んだ.調査上の理由からパッ

クホーによる排土を行った結果掘り過ぎの状態となった が、往穴の底の部分は残すことが

できた．

規模は、３問×３間で、１辺が柱穴の真から寞 まで4.6 ×4.7m 測り】12 柱穴で構成する

正方形プ ランの堀 立柱様式の建物址である．床面は砂質褐色土で柔らかく痕跡は認められ

ない．

掘い方は径 がｇｈｌから70 ㎝で、大きさに違いがあるがほぽ 円形に掘 り込まれており、深

さは南側の４本が６０ｃｌｌ前後､ 北側の４本は90（ｉｌから100cｓを測 る．時期は ７世紀末から８世

紀初頭と考えられる．

遺物（図28 ） 甕 の胴部の破片と、底部がＰＩ ・５・１２から出土している．
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８．遭構外出土遺物 （図29 －3～6　 図版19 －1 ・2）

田　 土器（図29 －3・4 図版19 －1 ・2）

灰軸鉢（図29 －3 ）は水田の畦からの出土で、高台から 立上りの部分で、口縁 都に片口が

付くこね鉢の底部である．

土師器壷 （図29 －4　 図版９－１）この壷は、北に隣接する梨畑より耕作中に出土した．

口縁部が欠損している．残 存高は2Sｓl、胴部最大径２６ａｌ、底部径は摩滅 がはげしく製作時

の径の計測はできない が７・ 前後であろ う．胴郁に6.5 ×11al の穴があいてい る．穴の状態

を観察すると、内面から外に向って力 が加えられた状態が破 砕面にみられ、穴 が闘けられ

た後も使用された痕跡 が認められる.（この壷は有賀氏のところに今１点の榛と共に保管さ

れている）

（2） 石器 （図29 －5・6 〉

石斧（図29 －5・6 ）2 点出 土してい る．耕作土を徘土している時点 で出土した．共に硬

砂岩製の打石斧である． 遣構に伴な わないので時期は不明である． 縄紋 後期 土器片を伴っ

た.

（3） 刻紋を有する榛 く図版23 ） 長径50cII内外の砂岩質円盤状礎の縁 辺部に、孤の長さ

7ca 内外の青海波紋様を沈刻してあ る．発掘地点より20m 北方の梨畑 耕作中に深さ4（ｋｌ,ほ

どの土中から出土した．一定間隔をもっ て位置し、総数44 箇が保管されている． 土師器壷

（図版19 ）と同地点か出土した．（発掘者有賀大翁氏談）

９．土師蕃底部の糸切痕について（図版22 －3 ）

土師器成形終了時、畦 櫨から切り離す時に使用する道具、即ち糸について 土岐市在住の

今井絲瑞夫 先生 に伺っ たところ、お忙しい中にもかかわらず次のような御教示を頂い た.

「瀬戸美濃地方では、藁みご （にご）を作るのが古くから の習慣であっ たが、現在では

このような藁みごを使用 されている陶芸家はおらないとのこ 、現 在は 織物 の水糸を使用し

ているようで、織物の糸では 藁みごのよ うに明確な糸切痕を 示さない ようです．

その糸の製作につい て、稲 の穂をすぬいて、その茎の郁分をさいて撚 りを掛けて作った

ようで手機倣による量産 成形が終る とこのような糸作りがなくなるよ うです．

糸が乾くとこわく（かたく）なるので．水に浸して柔かく して 使用する．織物と違って

こわく（かたく）、したがって糸切に使用した場合実に鮮明な糸切痕が残るようで す
』
．

（文責　 木下）
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第 Ｖ 章　 総　　 括

北垣外遺跡の一部ｎ（X）㎡ （南北44m ｘ東西25m ）の全面を発掘し た状況は 、以上に詳述

した通りである． 河岸段 丘端の狭い範囲にかかわらず．４つの時 代に営 まれ た住居跡が重

層的に存在し、各時 代を通じ 、重 要な遺構、遺物が出土したこ とは． 大遺跡北垣外のシン

ボルとして、氷山の一角を示 すものであ る．幸いに東南部に耕地 として残されている遺跡

はその中心部であり、広範 囲であ ることを喜びとしたい．

今次の発掘岡査で検出され た遺構は総 計11基、その大部分は墜 穴式住居址で10 軒、高床

式倉庫１棟であっ た．

時代別に分け てみると、弥生時 代中期４棟、古墳時代後期４棟､ 別に堀建柱式倉庫１棟 、

平安時代後期３棟であ る．い わば 古代の家の時代別展示場のようである．この地が古代人

の生活の楊として､ 最適の条件を備えていることを示している. それは弥生時代以来､ 人々

の生産生活の基盤が米の生産 であり稲づく､りにあったからに ほかならない．

北垣外遺跡は、北殿段 丘の 北蛸に位置し、眼下に広大な箕輪の 天竜川沖積面を見おろす

ことができる． 弥生人 はここに家を建て、眼下の天竜川原の湿地 帯を耕し、水田を経営し

た．弥生以来2000年 間こ の営 みは次第に発展して今日に至ったのである．

ＪＲ 北殿駅の東から天竜川に 至る水田の下には弥生時代以来､各時代の水田が積み重なっ

て岨草されてい る可能性 は極めて高い．

今回の発掘調査によって判明し た北垣外遺跡 は、上伊那の過去の発掘事例 に照して も、

画期的な事象が多い のに驚くのである．その歴史的 な重要性 と貴重性の二、Ξ についてま

べてみたい．

1. 弥生時代中期 の還跡について

弥生時 代中期集落 の発見は、上伊那初の事例であ る．弥生式文化とは、とりもなお さず

水稲 農耕 の生活文化であるが上伊那への波及は他の地域に比べ今まで確実に把握され てい

なかっ た．

即ち、弥生文化は、紀元前500 年頃、北九州のー角に発 祥し、次第に 東方 へ波及し、近畿

の各地、 そして濃尾平野に定着し、更にここを基地にして中部山岳地帯や関東に拡散して

いく ので ある．長野県城では、天竜川沿岸を北上し、いち早く伊那谷南部に定着する．

第一波は濃尾の条痕文系土器や、東海の磯賀川系土器を使った人々の移住によってもた

らされ定着した．その跡は南信濃村や喬木村阿島の遣跡に見出される．また著しく条痕文

系の色彩の強い樫王式系の土器は上伊那にも足跡を残している．それが駒ヶ根市荒神沢遺

跡 である．

第二波 として、遠賀川式系と水4 平式を併せ持つ林里式土器（下伊那郡豊丘村）を持つ

文化が上伊那郡中川村の刈谷原遺跡に流入し 定着する．

第三波の岩滑式文化は上伊那を通過して岡谷 市の諏訪湖畔で発展する．これ が有名な庄
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の畑式土器文化で、同類遺跡から貨泉を出土しており注 目される．

このよ うな情勢の中で、弥生中期後半の時期になると、前述の阿島式土器やこれから派

lｓal
生した北原式文化 が 飯田以北で発祥するが上伊那の地には北進せず、いわぱ第三波、第

四波ともに上伊那は空白地帯と目されてきた．

ところが今回の調査で土器を伴っ て住居址群が発見されたことは既成の概念を覆すもの

でこの点まことに意義深いのがある．堅 穴式住居跡は４軒だが、残念ながら戦後の開田工

事により、撹乱、破壊が及ぼされ、第１ 号址と第４号址のみその被害から免れ、住居 構造

の大要を知ることができる． この住居址 は、発掘区の南半郎に耀集し、北側に濠が掘られ

ており環攘集落と思われ る． 北原式土器 を伴う第１号址（図版２、３　 図４、５） は、―

辺4.8m の方形に近く、四柱穴で東璧中心部に埋甕炉 が設けられその初現を示す．

恒川式土器を伴出した第 ４号址は長軸4.3m の小型長方形を呈し四柱穴で､ 中央北寄 りに

埋甕炉が設けられてい た．（図10 、11 、12. 図版6 －2.18 －1）.

第１号址出土の土器は、壷、甕、深鉢、高杯浅鉢（図版３）、ミニチュア土器２点を伴い、

針13 点を数える． 細口壷 、小形台 付壷には朱彩を施したものがあり、施文は、回転縄 文、

櫛書き沈論文、櫛描 きによる短線 文、斜線文、杉綾文が肩都､‘ 口縁部、口唇部に施され る

（図版６の下）.胴 部全面に縄文や地文にヘラ描沈線文によるコの字重ね文様を施す、台付

甕（図８、図版４）がある．また赤色塗彩の壷や箆描沈線文、簾状文が施された甕が多い．

またこれとは別 で第 ９号第10 号住居址出土の土器のように胴部 に沈線の綾杉文や口縁に

縄文帯がつけられ、横走する簾状 文や 細い櫛描波状文が盛行する１群（図版７．図11 、12）

がある．

これは匍II 式古式に類似していlg;1 、また＿面天王 垣外式や 海戸系の 要素を持ち、両者

の影響を受けた土器 と思 われる．以上の住居址群は、同類住居址 の最北部を示 してお り、

これに引き続いて南接する地篇に集落の中心部が存在すると見られる． 今後 の探査を期待

したい．上伊那他忿 の縄文から弥生への変革を物語る極めて重 要な遺跡 と思われる.

2 ， 古墳時代の 職神祭杷について

古墳時代の後期の 屋内祭犯跡は学界初 見の例である．戦後期 の闘田工事により包含層 を

撹乱された第３号住居址 は、 幸いにも酉壁に造りつけられ た石 芯粘土製の竃（ａrＦ　 カマ

ドと記す）が残され 、焚 口手前の床面から壁にかけて2a 昔綱 の土師 器が蜻集状態で出土し

た．（図版８－１～５）器種別 に記すと、焚口手前に扁円簡形土製品、その右にエポシ形、

その西側依りに甕８ 個、壷１佃、鉢１個、椀2 個、高坏１個、（図版9 ・12－ 、1、4 ）須恵

器の蓋付坏３個、坏 １個、ハ ソウ１個、（図18　 図版19 －5 、6、7 、8）、覆土中 から石製匂

玉であった．出土した土師器、須恵器共に古墳時代第Ｖ期末の所 産である．

土師器の中にある長胴 のエポシ形甕等は、伝統的な短胴 形のものを加 え甕８個の蜻集状

態で､ 古事記のヤマタノオロチの条の酒八槽を想 わせ､ 祭祀状況を表わすものと考えられ、

加えて石製模遺品に近い蛇紋岩様石質を加工した勾玉 ．須恵のノヽ ソウ、蓋付胚、土師の甑

－35 －



等は祭器としての性格が強い ことからみて祭祀遺構として良いであろう． 就中、カマ ド焚

口前から出土した扁円簡形土製品は（図10 図版11 ）、長さ47.5cｓ円簡の長径13（ｚl､短径7

cｓを測る．器厚11－ 、片面の中岫脇の 中央 部に径７・ の穴が４箇直列して穿れ 、表面はヘ

ラ磨 きが施されるが、内面は輪積みの ままで條かに岡整痕が認められる程度である． 全面

赤褐色を呈し、焼成は良好である．同類 品は全国的に見てその出土数は稀少であり、儀 か

に大阪府陶村遺跡出土の10 数点が知 られ 、その他奈良県、和歌山県砕に単品で出土してい

る. 但 し本品のよ うに穿孔は認められず､ 全く無孔であ る点 が異な る. 表面の中軸線に沿っ

て直列する４傭の孔は、祭祀 の際に斎串 を柑立させるためのものと考えられ る．特にカマ

ドの神として古くは延喜式第八に記載さ れる京都府平野神杜はカ マド神奉祭 の官営社とし

て知られるが四座（今木神、久 度神、 古開神、比売神）で四神を祀る．本 品の４孔は四神

の斎串の孔と想定することができる．出 土位置がカマドの焚口前であり、 焚口天井部に置

かれたものであることが推定されるので ある．現代においても実施されてい る下伊那郡南

信濃村の重要民俗資料（国指定）『遠山の霜月祭』においての「湯立神楽」のカマドは焚口

の天井部に粘土塊を置き御幣 を樹 てる 事例があり、類似の方法と思われ るのである．

また、本県にお けるカマド出土例は1000 個体を超えるが．い わゆる韓カ マドは僅かに３

例であり皆無に等しい．この点 、畿内を中心とする西日本各県にお ける出 土数 と比較する

時､ 大きな格 差を示している ．この格差 が７世紀以前における格 差である とすれぱカマド

を伝来した渡来人の 出自の差に よるもの と考えられる．積石塚 古墳群の源 流の如何を問う

問題と共に信濃の古墳 文化の底 流を把握する上に重要な問題であろ う．

また第３号住居址、第５号住居址に見られるカマド双設は、緯カマド出土皆無の現象に

対応する現象であり 、平野神 社祭神に見られる久度神、古開神祭 祀を意味するものと思わ

れるが今後の研究に待 ちたい． また第７号址は廃棄前に整理されているが同期と思える．

ついでに、平安時代住居址の存在にも触れてお きたい．第６ 号住居址、第10 号住居址は

平安時代 後期の住居址 である．第３、第５、第７号住居址のように７世紀初頭の集落に比

べその大きさを拡大したようである．また南宋製白磁鉢 の発 見は破片ながら北殿のルーツ

としての「殿村」とよぱれた中世大ムラの文化的 経済的 商さ示し 「諏訪
丿 信仰圈の一翼を

担ってい たこ とを示す遺跡として、歴史的文化史的にその価値は極めて高いものがあり．

今後村行 政における文化財保護の立場からの施 策に期待することが大きい．

3. 古墳時代初頭の土器について

古墳時代 古式土師器出土についてである．

今 次発掘調査地点の北方30m の地籍に位置する有賀氏栽培の梨園の耕作中に出土し採集

され た壷形土器が同家に保存されていた．加えて同じ出土地点から径40al 内外の平石44点

が採集保管されているが、壷の原位置と平石群の関係は同位置であったとの耕作者の証言

がある．

この土 器（図29 －4. 図版19 －1 〉は、胴 鮪は球形（径26al 〉を呈し、顛部は径8as の
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細形であるが立ち上りから折損していて口繰部器形 は不 祥であ るが恐らくＳ宇状口繰にり

飾られたいわゆるパ レス スタイノレの壷形土器であ ろう。器面に施文はないが、平滑に磨か

れた器体全面に朱彩 が施されており、やや風化している がその残痕が露められる。恐らく

当時､関西または東梅方面から搬入されたもので､ その路線は古東山道の神坂峠越えによっ

てこの地にもた らされたものと推定される。松本平ではこの時、県内最古の大型古墳、弘

法山古墳が築造 されており、初期古墳文化の信濃への波及は明確である。同類土器は、伊

那谷では飯田市座 光寺の恒川遣跡から出土してお り、弥生時代遺跡の性格が北垣外と対比

し得ることと併せて重要な研究腺題を提供してい る。

またこの土器の胴部破損は意識的な穿孔加工で 、人面を表現し呪性の機能を持つと推定

される。 前述のよ うに出土の安山岩製平石44個の存在は注目すべきことである。出土状態

は耕 作中の漸時発見であるが、およそ10m 平方の範囲に一定の間隔で配置されていたとい

う。

集積状態ではなく、配置状熊であり、一種の配石遺構 と思 われる。その中に３点である

が、縁辺都に浅いレリーフによって青海波文を描 き出したもの（図版23 ）があり、祭器ま

たは呪性 が感じられる。施文された自然石（河原 石）の配石遺構とすれば､ 古代祭祀の ’･磐

座」（いわくら）となり、朱彩壷形土器は降臨した神への捧げ ものとなる。

農耕民の祭祀 として稲霊を祀るのが通例であ るので、このような推定が可能である。や

ずれ にして も上伊那地城への古墳文化の浸透ぶりを示す極めて青重な土器である。同 類の

遺構 が近くに埋存する可能性が高い。

末尾ながら本稿を了わるに当たり、扁円簡形土製 品の出土例等について御教示を賜った

奈良大学教授水野正好先生、本遺跡の朋査に多 大の予算を負担された地主の有賀満氏およ

び記録保存事業について指導された県教育委員会 文化課市択指導主事、村教育委員会杜会

教育課松沢英太郎主事をはじめ村文化財保護行政関係各位に深く謝意を表す次第である。

（調査団団長　 林 茂柑）

〔注〕

倒 駒ヶ 根市教育委員会 「荒神沢遺跡」

（2） 太田保「中川村刈谷原遺跡の一括出土土器について」長野県孝古学会誌10

13｝ 神村透他 リヒ原遺跡』

｛4｝ 官 沢恒之 「飯田市恒川遺跡」長野県孝古学 会誌所収

㈲ 桐原 健 『点描、信濃の古代』信毎書籍

圓　 中村　 按、他「原山古墓群の貰査」『陶邑Ⅶ』大阪府教育委員会所収

（7） 片町国直、他 『霜月祭』府信濃村村史遠山所収

（8） 水野正好「竃形一　 日本古代竃神の周辺」 古代研究24 号所収

（9） 官坂光昭 「千鹿頭 杜IVJ 諏訪市教育委員 会
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遺跡近景　 南方より
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第１号住居址全景　西方より
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素５号住居址発掘状況

1.カマド並列出土状況　 ２．Ａ号ヵ･７ド址　3. Ｂ号カマド址側面　　4. Ｂ号カマド址土呑出土状況

５．Ｂ号カマド址焚口郵
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第５号住居址出土土器
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青海波文線刻蹄（19図版土師器と共に出土。3 は長さ32tｍ）
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